
第28号
平成27年４月１日号

● 農業委員会活動報告
　■ 栗原市農業委員会総会…………………２
　■ 女性農業委員の活動……………………３

● 農業委員会からのお知らせ
　■ 農作業標準賃金表………………………５
　■ 農業者年金加入しませんか……………６

● 地域農業情報
　■ 農業したいまち栗原……………………８
　■ 農家レストランみ～つけた！…………８

くりはらし

農業委員会だより農業委員会だより

主な内容主な内容主な内容  

大
粒
の

　
　

真
っ
赤
な
イ
チ
ゴ

　

若
柳
有
賀
地
区
の
小
野
晃あ

き
ひ
ろ大
さ

ん
の
ハ
ウ
ス
で
は
、
大
粒
の
真
っ

赤
な
イ
チ
ゴ
の
収
穫
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

糖
度
が
高
く
程
よ
い
酸
味
を
持

つ
イ
チ
ゴ
「
と
ち
お
と
め
」
を
28

ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
で
土
耕
栽
培
し

て
お
り
、
収
穫
は
６
月
頃
ま
で
続

く
そ
う
で
す
。

　

収
穫
し
た
イ
チ
ゴ
は
、
市
場
に

出
荷
す
る
ほ
か
、
併
設
さ
れ
て
い

る
直
売
所
「
い
ち
ご
屋
さ
ん
」
で

も
販
売
し
て
い
ま
す
。
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平
成
27
年
度
の
栗
原
市

農
業
委
員
会
事
業
計
画
や

農
作
業
標
準
賃
金
、
及
び

下
限
面
積
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
厳
し

い
農
業
情
勢
を
考
え
、「
行

動
す
る
農
業
委
員
会
」
と

し
て
、
農
地
中
間
管
理
事

業
を
利
用
し
た
農
地
集
積

の
推
進
な
ど
、
地
域
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

栗
原
市
農
業
の
振
興
、
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
限
面
積
に
つ

い
て
は
、
花
山
地
区
の
遊

休
農
地
率
が
低
い
た
め
昨

年
度
と
同
様
と
な
り
、
農

作
業
標
準
賃
金
に
つ
い
て

は
、
本
紙
５
ペ
ー
ジ
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
第
２
回
栗
原
市
農
業
委
員
会
総
会

事
業
計
画
や
下
限
面
積
を
決
定

　
　

３
月
17
日（
火
）／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

　

１
月
10
日
に
、
県
北
近
隣
の
農
業
委
員
会
会
長
が
参

集
し
、
地
元
選
出
の
小
野
寺
五
典
衆
議
院
議
員
へ
、
農

業
委
員
会
組
織
・
制
度
見
直
し
に
関
す
る
要
請
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
新
成
長
戦
略
」
と

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
の
改
訂
、

「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
農
業
委

員
会
組
織
や
制
度
の
見
直
し
が
論
議
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

農
業
委
員
の
公
選
制
が
市
町
村
長
の
選
任
制
へ
移
行
、

農
業
委
員
会
の
事
務
の
強

化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
農

業
委
員
会
体
制
を
一
変
し

た
改
革
で
、
厳
し
い
農
業

情
勢
の
中
で
新
た
な
時
代

の
農
業
委
員
会
組
織
の
確

立
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
改
革
に
よ
り
現
在

の
農
業
の
維
持
・
発
展
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、

ま
た
、
よ
り
良
い
農
業
委

員
会
組
織
・
制
度
改
革
に

な
る
よ
う
要
請
し
て
来
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
。

小
野
寺
五
典
衆
議
院
議
員
へ
要
請
書
を
提
出

よ
り
良
い
農
業
委
員
会
改
革
に
向
け
て

　
　

１
日
10
日（
土
）／
登
米
市
役
所
中
田
庁
舎

▲総会のようす

▶
要
請
書
を
提
出

▽農地法第３条第２項第５号の規定による
農地及び採草放牧地の面積
地　　区 下限面積

花山地区 １０アール
花山地区以外 ５０アール

※下限面積…農地の権利取得後に必要
　　な耕作面積の要件

　

農
業
委
員
研
修
会
が
開
か
れ
、
宮
城
県

北
部
地
方
振
興
事
務
所 

栗
原
地
域
事
務

所
農
業
振
興
部 

佐
野
副
参
事
を
講
師
に

招
き
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
機
構
集
積

協
力
金
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
農
業
委
員
か
ら
「
こ
の
よ

う
な
場
合
は
該
当
な
る
の
か
」
と
、
よ
り

具
体
的
な
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
研
修
は
定
期
的
に
開
か
れ

て
お
り
、
今
後
の
農
業
委
員
活
動
に
活
か

し
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

栗
原
市
農
業
委
員
研
修
会

農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

　
　

１
月
29
日（
木
）／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎▲講師の話を真剣に聞く農業委員



　

私
達
女
性
農
業
委
員
３
名
（
鈴
木

委
員
・
佐
竹
委
員
・
千
葉(

和)

委

員
）
は
、
３
月
３
日
、
平
成
26
年
度

第
11
回
「
女
性
農
業
委
員
活
動
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
出
席
の
た
め
、

東
京
・
浅
草
公
会
堂
に
向
け
て
早
朝

出
発
し
た
。

　
「
地
域
農
業
の
振
興
に
向
け
た
女

性
農
業
委
員
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
県
ま
で

約
４
６
０
名
の
女
性
農
業
委
員
が
集

ま
り
、
こ
れ
ま
で
一
番
の
参
加
者
で

し
た
。

　

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
審
議
官
・

全
国
農
業
会
議
所
会
長
の
挨
拶
に
始

ま
り
、続
い
て
講
演
に
入
っ
た
。「
福

島
の
福
幸（
ふ
っ
こ
う
）の
た
め
に
」

と
題
し
て
、
か
ー
ち
ゃ
ん
の
力
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
代
表　

渡
邊
と

み
子
さ
ん
の
話
で
し
た
。

　

平
成
17
年
に
飯
館
村
の
研
究
会
会

長
と
し
て
工
房
を
立
ち
上
げ
、
か
ぼ

ち
ゃ
と
じ
ゃ
が
い
も
の
生
産
・
販
売

に
取
り
組
む
。
そ
の
後
加
工
所
を
立

ち
上
げ
た
が
、
原
発
事
故
で
す
べ
て

が
奪
わ
れ
た
。
で
も
諦
め
な
い
。
夢

を
形
に
す
る
。
飯
館
村
で
繋
が
り
の

あ
っ
た
か
ー
ち
ゃ
ん
達
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
始
し
た
。

　
「
全
て
の
答
え
は
現
場
に
あ
る
」

の
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
農
業
委
員
と
し
て
の
研

修
を
終
え
、
帰
路
に
着
い
た
。

くりはらし農業委員会だより3

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９

女
性
農
業
者
の
つ
ど
い
を
開
催

農
地
の
贈
与
や
相
続
に
つ
い
て
話
題
提
供

　
　
　

２
月
17
日
（
火
）
／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

女
性
農
業
委
員
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

全
国
か
ら
女
性
農
業
委
員
が
集
う

　
　
　

３
月
３
日
（
火
）
／
東
京
都

▲シンポジウムに参加した女性農業委員

委 

員

 

鈴 

木 

春 

江

　

今
年
の
女
性
農
業
者
の
つ
ど
い
は

約
30
名
の
方
々
が
参
集
し
、
農
地
の

贈
与
、
相
続
に
つ
い
て
を
話
題
と
し

て
様
々
な
事
例
を
混
じ
え
な
が
ら
、

身
近
な
問
題
と
し
て
と
て
も
興
味
深

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
頃
の
息
子
へ
の
思
い
や
こ
れ
か

ら
の
自
分
た
ち
夫
婦
の
行
く
末
を
案

じ
て
の
事
だ
っ
た
り
と
、
皆
さ
ん
の

悩
み
は
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

う
し
た
話
題
提
供
は
こ
れ
か
ら
の
行

動
や
判
断
の
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
相
談

す
る
こ
と
は
当
然
一
番
の
ベ
ス
ト
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
気
軽
に
女

性
農
業
委
員
に
声
を
か
け
て
頂
き
、

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
何
か
お
手

伝
い
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
女
性
の
つ
ど
い
は
回
を

重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
と
の
親
睦
が

図
れ
、
と
て
も
良
い
も
の
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
、
取
り
上
げ
て

欲
し
い

話
題
が

あ
り
ま

し
た
ら

遠
慮
な

く
声
を

か
け
て

下
さ
い
。

委 

員
 

氏 
家 

勝 

子

▲女性農業者からは活発な意見が出
　ました

女性農業委員が講師▶
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農
山
漁
村
女
性
・
シ
ニ
ア
活
動
表

彰
の
女
性
地
域
社
会
参
画
部
門
で
最

優
秀
賞（
農
林
水
産
大
臣
賞
）を
受
賞

し
、
平
成
27
年
３
月
４
日
、
東
京
証

券
会
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉（
優
）委
員
は
、
長
年
の
生
活

改
善
ク
ラ
ブ
活
動
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
活
動
、
行
政
区
長
、
農
業
委

員
な
ど
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域

振
興
や
農
村
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

る
実
績
が
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

農
業
・
農
村
活
性
化
女
性
グ
ル
ー

プ
等
表
彰
の
地
域
社
会
参
画
部
門
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉（
和
）委
員
は
、
女
性
初
の
農

協
理
事
に
就
任
、
農
業
委
員
な
ど
、

栗
原
地
域
に
お
け
る
女
性
農
業
者
の

社
会
参
画
を
先
導
し
て
き
た
活
動
実

績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▲表彰される千葉優子委員

▲表彰される千葉和恵委員
　（２月４日仙台国際センター）

数
々
の
賞
を
受
賞

数
々
の
賞
を
受
賞

千
葉
優
子
委
員
が

　

全
国
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

千
葉
和
恵
委
員
が

　

県
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

　平
成
27
年
度
の
栗
原
市
農
作
業
標
準
賃
金
は
左
記
の
検
討
及
び
審
議
結
果
に

よ
り
設
定
し
ま
し
た
。

３
月
17
日

農
業
委
員
会
総
会
で
審
議
さ

れ
農
作
業
標
準
賃
金
を
設
定

　
　
　
　

 

　（５
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

栗
原
市
農
作
業
標
準
賃
金
の
設
定
ま
で
の
流
れ

栗
原
市
農
作
業
標
準
賃
金
の
設
定
ま
で
の
流
れ

▼各地区代表の受・委託者で審議

２
月
26
日

農
業
委
員
会
運
営
委
員
会
で

標
準
賃
金
案
の
審
議

２
月
24
日

　
〜
26
日

農
地
部
会
で
農
業
委
員
へ

標
準
賃
金
設
定
案
の
説
明

２
月
16
日

標
準
賃
金
設
定
案
の

検
討

各
地
区
代
表
の
受
委
託
者
で
構
成
す
る

標
準
賃
金
検
討
委
員
会
で
意
見
聴
取

２
月
９
日

標
準
賃
金
設
定
案
の

検
討

農
業
関
係
団
体
・
機
関
か
ら
の

意
見
聴
取

　素
案
の
検
討

２
月
４
日

標
準
賃
金
設
定

素
案
の
検
討

基
本
的
事
項
・
内
容
を
基
に
算
出
し
た

素
案
を
内
部
検
討
委
員
会
で
検
討

１
月
16
日

基
礎
的
事
項
・

内
容
の
検
討

農
機
具
等
の
標
準
的
な
装
備
や
作
業
労

働
時
間
等
を
内
部
検
討
委
員
会
で
検
討

12
〜
１
月

基
礎
資
料
の
収
集

標
準
賃
金
を
積
算
す
る
た
め
の
基
礎

資
料
を
収
集

栗
原
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
が

　
　
　
　 「
優
秀
賞
」
を
受
賞

　
宮
城
県
農
業
会
議
の
平
成
26
年
度

農
業
委
員
会
だ
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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作　業　名 作 業 種 別 作業単位 ほ　場
区画等

標 準 賃 金
( 消費税込み ) 作 業 内 容 等

堆肥運搬散布 マニアスプレッター １０ａ ─ 4,300 円 積込運搬含む (1t 散布の場合 )

機械肥料散布 ブロードキャスター １０ａ ─ 1,200 円
肥料・薬剤散布 背 負 式 動 粉 １０ａ ─ 860 円 ホース散布・追肥散布

薬 剤 散 布 セ ッ ト 動 噴 １０ａ ─ 1,200 円 補助員 1 名含む

耕 起 ト ラ ク タ ー １０ａ

50a 未満 6,000 円
50a 以上 5,700 円

─ 9,700 円 春・秋セット耕起料金

代 か き ト ラ ク タ ー １０ａ
50a 未満 6,700 円

田植が出来る状態まで
50a 以上 6,100 円

田 植 え
機 械 植 １０ａ

50a 未満 6,200 円
植付のみ（苗含まず）

50a 以上 5,900 円
側 条 施 肥
機 械 植 １０ａ

50a 未満 7,500 円
植付のみ（苗・肥料含まず）

50a 以上 6,700 円
苗 代 　 　 １箱 ─ 680 円 苗運搬含まず

稲 刈 り

バ イ ン ダ ー １０ａ ─ 8,000 円 刈取りのみ ( 紐代含む )

コ ン バ イ ン
（ 刈 放 し ） １０ａ

10a 区画 17,500 円
籾運搬含まず
結束は 2,000 円増し

（紐代含む）
30a 区画 16,500 円
50a 区画

以上 15,500 円

脱 穀 及 び
乾 燥 調 製

ハ ー ベ ス タ １０ａ
結束なし 8,000 円 運転手１人、籾運搬含まず

結束あり 9,100 円 運転手１人、籾運搬含まず
（紐代含む）

乾 燥 １俵(60㎏) ─ 940 円 生籾

調 製 １俵(60㎏) ─ 630 円 籾摺り

畦 畔 塗 り 専 用 機 械 １ ｍ ─ 40 円 片側の盛土

溝 切 り 専 用 機 械 １ ｍ ─ 5 円

草 刈 り
ディスクモア １０ａ ─ 3,100 円 刈放し

フレールモア １０ａ ─ 4,000 円 細断

わら・牧草収集 ジャイロレーキ １０ａ ─ 1,800 円

わ ら・ 牧 草
梱 包

ロールベーラー １０ａ ─ 5,000 円 積みあげ・運搬は含まない
１個単価 1,000 円（１ｍ×１ｍ）

ヘ イ ベ ー ラ ー １０ａ ─ 5,000 円 積みあげ・運搬は含まない
１個単価210円（10ａ当り25個）

ラ ッ ピ ン グ ベールラッパー １個 ─ 1,000 円 １ｍ×１ｍ

弾 丸 暗 渠 振動サブソイラ １０ａ ─ 1,400 円 5ｍピッチ  ｔ＝30cm～50cm

賃 金
普 通 作 業 １日 ─ 7,500 円

実働 8 時間、男女同額
オペレーター作業 １日 ─ 13,600 円

※ 賃金は、消費税の対象にはなりません。
※ この表は、目安となる「標準的な額」を定めたものです。実際の作業料金を決める場合は、地域の実情や圃場の
　 条件等（未整理地、湿田、山間地、作業内容等）に合わせて、委託者と受託者で話し合い決めてください。

問い合わせ
　栗原市農業委員会事務局
　☎ ４２−１２３９

平成27年度 栗原市農作業標準賃金表

栗原市農業委員会

　平成２7 年度の農作業標準賃金並びに労働賃金の標準額について、関係者及び関係団体と協議し
下記のとおり設定しました。農作業の受委託をされる際の、お互いの目安としてご利用ください。
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９

　保険料の国庫補助は、①６０歳までに保険料納
付期間が２０年以上見込まれる、②農業所得が９
００万円以下、③認定農業者で青色申告者など一
定の要件に該当する、という要件を満たす方にな
ります。

国民年金に加入している農業者の皆様へ
農業者のための公的な積立年金（農業者年金）ご存知ですか？

　将来の年金額は、それまでに積み立てた保険料
とその運用成績によって変わります。これは制度
が長期に安定する最新型の年金方式です。（確定
拠出型）

認定農業者等担い手を対象に
保険料の国庫補助があります

終身年金で80歳までの
保証つきです!

　保険料は月２万円から６万７千円の範囲内であ
れば、千円単位で自由に選べます。保険料を途中
で増額・減額することも豊作や凶作等の経済事情
に合わせ、加入や脱退することも自由にできます。

　農業者年金は公的年金であるため、その保険料
は全額社会保険料控除の対象となります。税率に
応じて所得税・住民税が減額されるため、税の減
額分を将来の自分のために積み立てたと考えるこ
とができます。

保険料は月2万円から6万7千円まで、
自由に選べます

保険料は全額社会保険料控除となり、
節税できます

国民年金に加入している農業者の皆様へ国民年金に加入している農業者の皆様へ

①国民年金の第１号被保険者で　
②年間60日以上農業に従事する
③60歳未満の方なら

どなたでも
加入できます

詳細は農業委員会事務局へ！
もうちょっと詳しくみてみると・・・・・・

農業者年金受給者の皆さんへ農業者年金受給者の皆さんへ「現況届」は忘れずに提出を！
現況届とは、農業者年金を受給する
資格を持っているかを年１回確認する
ための届け出になります。
　本人が署名・記入をして農業委員会
事務局か各総合支所まで提出ください。

※経営移譲年金を受給されている方は、農業を再
開していないか、申告等の諸名義が経営移譲の相
手方になっているかの確認後、提出ください。

提出の流れ

○５月下旬　　　　　　 
　　農業者年金基金から用紙が送付
○６月３０日まで
　　農業委員会事務局または各総合支所
　市民サービス課産業建設係まで提出

期限内に提出されないと･･･
11 月の支払いから提出がなされるまでの間、
年金の支払いが差し止められますのでご注意
ください。



農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９
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取
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と
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取
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れ
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す
。

「
文
書
に
す
る
な
ん
て
他
人
行

儀
？
」、「
家
族
だ
か
ら
、
言
わ
な
く

て
も
わ
か
る
は
ず
…
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族
だ
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づ
く
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作
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ま
す
。
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有賀の里　たかまった
☎0228-32-5857

《定休日》月曜・農繁期 《営業時間》完全予約制（3日前まで）

有賀の里　たかまった
☎0228-32-5857

《定休日》月曜・農繁期 《営業時間》完全予約制（3日前まで）

　若柳有賀地区の千葉静子さ
ん（66）は、明治10年に建てら
れた家屋を活用して、平成14
年に農家民宿・レストラン『有
賀の里たかまった』を開業し
た。
　代々伝わる調度品や食器な
どを利用し、旬の地元産食材
にこだわった家庭料理を提供
している。また、旦那さんが
打つ「手打ちそば」も好評だ。
蔵座敷での宿泊や農作業体験、

そば打ち体験なども楽しめる。
　本業は民宿だが、予約をす
れば野菜料理を中心としたラ
ンチもいただくことができる。
　千葉さんのこだわりは、本
物の味を提供すること。「ここ
を訪れた人たちに“ さざほざ ”
とした時間を過ごしてもらい
たい」と話していた。

◀
た
か
ま
っ
た
の
千
葉
さ
ん

農 家
レストラン み～つけた!!

※宿泊、昼の食事とも完全予約制。３日前までにご連絡ください。
※料金は、１泊２食付 大人 7,500 円、小学生以下 5,400 円
　　　　　食事 1,620 円～

農家のための情報誌農家のための情報誌

発　行……毎週金曜日 （月４回）
購読料……月700円
申込先……お近くの農業委員
　　　　　または農業委員会事務局
電　話……（４２）１２３９

あなたも全国農業新聞の購読をあなたも全国農業新聞の購読を
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一
迫
南
沢
地
区
で
水
耕
野
菜

や
米
の
生
産
販
売
し
て
い
る
農

業
生
産
法
人（
有
）耕
佑
の
伊
藤

秀
太
さ
ん
（
33
・
栗
駒
菱
沼
）
は
、

２
年
前
か
ら
現
在
の
会
社
で
働

い
て
い
る
。
以
前
か
ら
農
業
に

興
味
が
あ
り
、（
有
）耕
佑
の
地

域
の
事
も
考
え
た
経
営
ス
タ
イ

ル
に
共
感
し
た
の
が
働
く
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

　

現
在
は
、
主
に
販
売
や
生
産
、

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
業
務

を
し
て
る
。

　
「
職
人
気
質
の
農
業
を
マ

ニ
ュ
ア
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化
し
て
、
誰
で
も
農

業
が
理
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で
き
る
仕
組
み
を
作

れ
ば
、
仕
事
の
効
率
が
良
く
な

る
。
今
、
こ
の
会
社
の
業
務
を

通
し
て
栗
原
の
農
業
を
変
え
た

い
と
い
う
思
い
を
形
に
で
き
る

仕
事
環
境
が
あ
る
。
自
分
の
好

き
な
こ
と
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
の
で
、
と
て
も
仕
事
が
楽

し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　

伊
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な
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を
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新
し
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菜
な

ど
試
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栽
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な
が
ら
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こ
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ま
た
、
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農
業
ト
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ー
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グ
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ロ

ジ
ェ
ク
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に
熱
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。
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農
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農
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せ

た
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で
活
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し
て
行
き
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強
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っ
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い
た
。

　

農
家
人
口
の
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少
、
高
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化
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加

え
米
価
格
の
大
幅
な
下
落
と
い
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循
環
で
、
耕
作
放
棄
地
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拡
大
し
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お
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ま
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。
そ
れ
ら
の
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に
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者

の
担
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手
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の
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、
共
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集
落
営
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進
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ま
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。

　

私
た
ち
農
業
委
員
も
、
地
域
農
業

の
発
展
と
安
定
し
た
農
業
経
営
が
確

立
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

（
伊
藤
重
行
委
員
）
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栗
原
を
農
業
で
元
気
に
し
た
い
！

▲今、とても仕事が楽しいと語って
　いた伊藤さん


